
 
 
 
 

 

　

 

☆うるま市産業まつり
　12月18日（土）
　　19日（日）
　午前10時～午後6時
　うるま市石川運動場

☆うるま市産業まつり
　12月18日（土）
　　19日（日）
　午前10時～午後6時
　うるま市石川運動場

☆やまいも勝負：12月19日（日）
　午前10時～午後4時（表彰式含む）
商工観光課　☎965-5634

※色塗り(黄色)の時間は各発着場からの最終とな
　っております。乗り遅れのないようご注意くだ
　さい。
※最終時刻後はバスの運行がありませんので、乗
　り遅れのないよう予めバスの運行時刻表をご確
　認ください。 
※交通状況により、運行時刻がずれる場合があり
　ます。ご理解ご協力をお願いします。 
※上記以外の場所では乗り降りできません。 
※ペットの乗車はできませんのでご注意ください。 
※産業まつり当日（12/18、19）の運行表です。ご注
　意ください 

【うるま市産業まつり専用無料バス運行時刻表】

【1号車】
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第36回県畜産共進会が11月4、5日の両日、八重瀬町の南
部畜産市場で開かれ、種豚の部の団体でうるま市が優勝を
収めました。また、肉用牛、種豚の部で、市内から5人の方が
優秀賞に輝き、その中から昨年に引き続き、大石根良枝さん
が農林水産大臣賞を受賞しました。
【種　豚】大石根 良枝、 中村 キミ子、 池宮城 宏
【肉用牛】比屋根 智和、 新垣 盛幸

第36回沖縄県畜産共進会
地域の畜産振興と発展に貢献

11月12日、関係者と共に市役所を訪れ受賞報告を行いました

９月20日に行われた決勝で、延長戦を制し見事優勝の栄
冠に輝いた志林川ファイターズの選手やチーム関係者が10
月20日、市役所を訪れ、島袋市長へその喜びを報告しました。
同大会は、うるま市ＬＰガス業者会が地域の振興と少年の
健全育成を目的に、小学５年生以下を対象にして実施して
います。

第５回LPGカップ学童軟式野球大会優勝報告

延長戦を制し、見事優勝を手に

目の障害を乗り越え、ブラジルで音楽活動を続けている県
系２世の比嘉テレーザ美由貴さんが、11月７日、父母の故郷
であるうるま市で公演し、多くの人にすばらしい歌声を披露
しました。11月12日、公演の実行委員会長を務めた知念恒
男さんら多くの関係者と共に市役所を訪れたテレーザさん
が、島袋市長や関係部署へ公演の成功を報告しました。

比嘉テレーザ美由貴さん　沖縄公演成功報告

すばらしい歌声を披露

農業の振興や栽培
技術向上などの取り
組みが認められ、石川
政範さん（石川）が指
導農業士、安里慎也
さん（字塩屋）が青年
農業士として、それぞ
れ県知事より認定され、
11月９日、報告のため関係者らと共に市役所を訪れました。
２人は今後、地域農業発展のため、農業経営者や農村青
少年の指導などを行います。

11/9　指導農業士・青年農業士認定報告

両親が本市出身で
県系２世のタカエズト
シコさんの陶芸展が、
健康福祉センターうる
みんで開催されました。
アメリカ現代陶芸界の
巨匠で、ホノルル市か
ら人間国宝賞を受賞
したタカエズさんの作品28点が展示され、来場者の目を楽し
ませました。

11/12～21　タカエズトシコ陶芸展開催

キャリア教育の一
環で、伊波小学校を
卒業したフリーアナウ
ンサー伊波大志さん
の講演会が同校体育
館で行われ、小学生
時代の話やアナウン
サーになった動機など
を語り、後輩へ温か
いメッセージを送りました。また、給食時間には、献立や
曲の紹介などが行われ、プロのアナウンスに校舎内は
拍手に包まれました。

11/5　ようこそ先輩　ｉｎ伊波小

スポーツ・文化など
多彩なイベントを通じ
て、健康の保持増進
などを図る目的で開
催されたねんりんピッ
ク石川（県）大会の交流
マラソンの部（5km、
70歳以上の部）に金城良吉さん（字喜屋武）が出場。21分
58秒のタイムでゴールし、見事全国３位というすばらしい成
績を収めました。

10/10　ねんりんピック　交流マラソンの部３位入賞

優勝の喜びを報告し、今後の抱負を語った子どもたち関係者と共に市役所を訪れたテレーザさん（写真中央）

と う め ゆうえ い

とくむら

か の

お お い し ね 　 よし え

ひ や ね 　ともか ず あらかき  もりゆき

なかむら い け み や ぎ 　ひろし

10月３日に行なわれた沖縄県予選において、北谷町のダ
ンススクールに通う照屋恵音さん（兼原小５年：前列左）他、
市外の小学校に通う５人で結成するダンスチーム「MILK 
FLAVA」が見事優勝を収め、３連覇を達成。11月12日、家
族と共に市役所を訪れ、優勝の喜びと１月８日に東京都で開
催される全国大会への抱負を語りました。

オールジャパンスーパーキッズダンスコンテスト
県大会３連覇、全国大会で表彰台を狙う

市役所を訪れた「MILK FLAVA」のメンバー

て る や あ や ね

字西原区は、地域の歴史を後世に伝えようと、20名の編
集委員を中心に、区民の協力を得ながら15年近くの歳月を
かけて「いりばる字誌」を発刊しました。11月8日、屋宜区長を
はじめ編集委員のメンバーが発刊報告のため市役所を訪
れ、島袋市長へ完成したばかりの字誌を贈呈しました。

いりばる字誌発刊報告
地域の歴史を未来へ語り継ぐために

市役所を訪れ、字誌の完成報告を行った関係者

い は た い し
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９月29日に東京都で行われた平成22年全国地域安全運動中央大会にお
いて、うるま地区防犯協会理事の當銘由榮さんが多年にわたり地域安全活動
に尽力し、安全で安心な街づくりに貢献したとして防犯栄誉金章を受賞。また、
住宅を対象とした侵入犯罪防止ポスターの部で、与勝第二中学校２年の徳村
華之さんが最優秀賞に輝き、10月19日、受賞報告のため市役所を訪れました。
徳村さんの描いた絵は、最優秀賞を受賞した標語とともに「安心・安全なま

ちづくり」を全国に呼びかけるポスターに利用されます。

いしかわ

まさのり

あ さと 　 し ん や
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勲
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受
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が
発
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さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
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）

＝
秋
の
褒
章
＝

【
黄
綬
】

前堂 正進 氏
（平良川）
司法書士業務
司 法 書 士

まえどう　 せ いし ん

＝
高
齢
者
叙
勲
＝

【
旭
日
単
光
章
】

長嶺 由雄 氏
（江洲）

元具志川市議

なが み ね 　よ し お

＝
秋
の
叙
勲
＝

【
旭
日
双
光
章
】

吉山 トミ子 氏
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県美容業生活衛生
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よしやま

【
瑞
宝
単
光
章
】

国吉 真昭 氏
（上江洲）
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元うるま市消防団長

くによし 　し んしょう

＝
危
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認
め
ら
れ
る
こ
と
。

②
こ
れ
か
ら
買
う
（
借
り
る
）
農
地
を
含
め

　

て
、
耕
作
す
る
農
地
等
が
３
，
０
０
０

　

㎡
（
約
９
１
０
坪
）
以
上
あ
る
こ
と
。

③
世
帯
員
等
の
な
か
で
少
な
く
と
も
１
人

　

は
農
作
業
年
間
１
５
０
日
以
上
従
事
す

　

る
こ
と
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
個
人
・
法
人
の
別
や
農
業
形
態

　

等
に
応
じ
て
条
件
が
変
わ
る
場
合
も
あ

　

る
た
め
、
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
に
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

農
地
転
用
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
？

　

農
地
を
住
宅
や
工
場
等
の
建
物
敷
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
農
地
以
外
の
用

地
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
一
時

的
に
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
転
用
に

あ
た
り
ま
す
。

　

も
し
無
断
転
用
し
た
場
合
、
農
地
法
に

違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
等
の
命
令
が
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。も
し
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
窓
口
■

農
業
委
員
会
事
務
局
（
石
川
庁
舎
１
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
９
６
５
ー
５
６
０
８

■
申
請
受
付
期
間
■

毎
月
１
日
～
10
日
ま
で

（
た
だ
し
10
日
が
土
日
・
祝
日
の
場
合
は

次
の
開
庁
日
ま
で
）

農
地
法
の
手
続
き
に
つ
い
て



5 広報うるま 2010　12月号

初歩からわかる顧客対応研修
応募締切：12月6日（夜の部）

（申込多数の場合は面談にて受講者決定）
■うるま市I T事業支援センター 2号館■

（夜の部）平成22年12月13日（月）～平成23年1月24日（月）
全20日間　※パソコン初歩研修有

全20日間　※パソコン初歩研修有

　（夜の部）18: 00～21: 00  定員：20名

初歩からわかるWord Excel 事務研修
応募締切：平成23年1月20日（夜の部）

（申込多数の場合は面談にて受講者決定）
■うるま市I T事業支援センター 2号館■

（夜の部）平成23年 1月25日（火）～ 2月22日（火）

（夜の部）18: 00～21: 00  定員：20名

パソコンの基本研修を5日間受けた後、顧
客対応に必要な、電話対応、ビジネス会
話スキルを学びます。

コールセンター管理者育成研修
（1日完結型　全5回）　定員：20名程度
応募締切：随時募集中  9:00～16:00
■うるま市I T事業支援センター 2号館■

コールセンターの管理者に必要なスキル
を中心に、労務管理、コーチングなど多
業種の方にも役立つ知識を習得します。

就職対策！！ビジネスマナー研修
（1日完結型　全4回×2）　定員：20名程度
応募締切：随時募集中  講座時間：

講座時間：

9:00～16: 00
■うるま市I T事業支援センター 2号館■

履歴書と職務経歴書（書類選考に残るには！）　平成22年12月18日（土）
敬語の種類と使い分け・身だしなみ 平成23年1月22日（土）
姿勢と挨拶・第一印象アップ術　 平成23年1月 8日（土）
一般常識テスト対策・面接対策 平成23年2月 5日（土）

モニタリング／フィードバック　 平成22年12月11日（土）

コーチング／メンタルコーチング　平成23年1月15日（土）
業務構築の流れ／業務構築（プレゼンテーション）　平成23年2月12日（土）

ビジネスマナーやコミュニケーションス
キル等、就職活動に使える技術や、スキ
ルを1日完結の研修で気軽に学ぶことがで
きます。

パソコンの基本研修を5日間受けた後、
Word、Excelを中心とした事務処理ソフ
トの使い方や、BPO企業に対応するため
の知識を身につけます。

（後期）

【申込締切】            夜の部：12/6（月） 17:00

【申込締切】            夜の部：1/20（木） 17:00

環金武湾就活あじまぁプロジェクトでは
環金武湾地域の施設に産業カウンセラーを配置、
就職・仕事に関する相談を受け付けています。
「どんな仕事に就いたら良いか分からない」
「履歴書の書き方が分からない」
「面接の心得を教えてほしい」
「自己アピールのしかたが分からない」
「職場の人間関係で悩んでいる」
など仕事に関する悩みにプロがお答えします。
まずはお気軽にお電話ください。

仕事に関する悩み、無料で相談受けます！

街 角
コ ン タ ク ト セ ン タ ー

IT
】
】

受付日時　平日９：００～１７：００

受付はコチラまで　↓
【うるま市 事業支援センター】０９８－９８９－０９５６
【金武町役場 　担当：玉栄     　　０９８－９６８－２６４５
【宜野座村役場　担当：大城 　　０９８－９６８－５１００

平
成
二
十
二
年

秋
の
褒
章
・
叙
勲
及
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
受
章
者
紹
介

平
成
二
十
二
年

秋
の
褒
章
・
叙
勲
及
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
受
章
者
紹
介

公
益
の
利
益
の
た
め
に
、長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に

贈
ら
れ
る
褒
章
並
び
に
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

＝
秋
の
褒
章
＝

【
黄
綬
】

前堂 正進 氏
（平良川）
司法書士業務
司 法 書 士

まえどう　 せ いし ん

＝
高
齢
者
叙
勲
＝

【
旭
日
単
光
章
】

長嶺 由雄 氏
（江洲）

元具志川市議

なが み ね 　よ し お

＝
秋
の
叙
勲
＝

【
旭
日
双
光
章
】

吉山 トミ子 氏
（石川白浜）
生活衛生功労
県美容業生活衛生
同業組合理事長

よしやま

【
瑞
宝
単
光
章
】

国吉 真昭 氏
（上江洲）
消防功労

元うるま市消防団長

くによし 　し んしょう

＝
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
＝

【
瑞
宝
双
光
章
】 

長崎 正 氏
（みどり町）
防衛功労
元１等陸尉

ながさき　ただし

【
瑞
宝
単
光
章
】

＝
秋
の
褒
章
＝

【
黄
綬
】

＝
高
齢
者
叙
勲
＝

【
旭
日
単
光
章
】

＝
秋
の
叙
勲
＝

【
旭
日
双
光
章
】

【
瑞
宝
単
光
章
】

＝
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
＝

【
瑞
宝
双
光
章
】 

【
瑞
宝
単
光
章
】

山城 幸也 氏
（喜屋武）
警察功労
元県警部補

やましろ 　 こ う や
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累
積
赤
字

 
約
19
億
円

国
民
健
康
保
険
課

☎
９
７
３
ー
３
２
０
２

国
民
健
康
保
険
制
度
が
あ
ぶ
な
い
！

うるま市
の

国
民
健
康
保
険
制
度
が
あ
ぶ
な
い
！

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
病
気
や

怪
我
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
た
め
に
国
保
加
入
者
が
納
め
る
国
保

税
を
主
な
財
源
と
し
た
助
け
合
い
（
ユ
イ
マ
ー

ル
）
の
制
度
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
う
る
ま
市
国
保
は

国
保
税
の
収
納
率
の
低
下
や
、
医
療
費
の
増
大

な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
、

平
成
21
年
度
決
算
で
約
19
億
円
も
の
巨
額
の
累

積
赤
字
を
抱
え
る
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
１
参
照
）

Q1 

な
ぜ
赤
字
な
の
？

A1 

大
き
な
原
因
と
し
て
医
療
費
の
伸
び
、
国
保

税
の
収
納
率
の
低
下
に
伴
う
国
か
ら
の
補
助
金

の
減
額
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q2 

国
か
ら
の
補
助
金
の
減
額
っ
て
何
？

A2 

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
も
、
国
保
税
と

同
じ
く
国
保
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財
源
の
ひ

と
つ
で
す
。
そ
の
補
助
金
が
満
額
交
付
さ
れ
る

た
め
に
は
国
保
税
の
収
納
率
が
91
％
以
上
あ

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
う
る
ま
市
の
平
成
20
年
度
収
納
率
は
87
．

76
％
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
平
成
21
年
度
に
交

付
さ
れ
る
補
助
金
が
約
７
％
、
金
額
に
し
て
約

１
億
７
千
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表

２
参
照
）。

　

国
保
加
入
者
の
皆
様
に
確
実
に
納
付
し
て

い
た
だ
き
、
91
％
以
上
の
収
納
率
を
達
成
す

る
と
補
助
金
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
保
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
納
期
内
納
付
に

つ
い
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Q3 

ど
う
し
て
も
納
期
内
に
納
付
が
困
難  

　 

な
と
き
は
？

A3 

お
早
め
に
市
役
所
、
国
民
健
康
保
険
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

表１：年度別国保特別会計決算状況 （単位：千円）

表２：調整交付金の減額（単位：千円）

区分 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

歳入総額 15,572,147 15,299,746 16,492,772

歳出総額 16,863,115 17,387,478 18,452,439

差 引 額 △ 1,290,968 △ 2,087,731 △ 1,959,667

年　度 減額された金額

平成 19 年度 106,783

平成 20 年度 151,238

平成 21 年度 172,589

うるま市国民健康保険
収納対策緊急プラン

　うるま市では「うるま市国民健康保険収
納対策緊急プラン」を策定して、国保税の
未納者に対する指導を強化しています。国
保税の未納がある方は、納期内に納付して
いただくようお願いいたします。
収納対策緊急プラン（抜粋）

滞納状況の解消
１．窓口相談、職員・徴収嘱託員による訪
　　問指導及び広報等により他保険加入者
　　の発見に努め、早期に資格喪失届の提
　　出を勧奨する。
２．年４回の徴収催告を行い、納付の勧奨
　　を行う。
３．未申告者のリストを作成し、徴収嘱託
　　員の訪問や、窓口来所時に申告の指導
　　を行う。
徴収方法の改善等
１．年２～３回徴収強化月間を設け、夜間
　　訪問徴収と納付指導を行う。
２．期間を定めて、平日役所に来られない
　　市民のために、土・日の相談窓口を開
　　設する。
３．徴収嘱託員の訪問指導や広報等により、
　　口座振替の勧奨を行う。
４．国保税滞納徴収対策係を設置し、滞納
　　整理に取り組む。
５．月１回休日訪問徴収を実施する。
滞納処分の実施
１．滞納者が転出した場合は、その転出者
　　の転出先住所での居住を確認するとと
　　もに、転出者の財産調査を行う。
２．長期滞納者については、財産調査等を
　　行う。
３．財産の差押え（預貯金、給与、国税還
　　付金、軍用地料等）を実施していく。
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Ａ 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
あ

る
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
、
26
歳
以

上
60
歳
未
満
の
妻
（
夫
）
を
国
民
年
金
の
第

三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

Ａ 

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶

者
の
給
料
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く
、
配
偶

者
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

が
制
度
全
体
と
し
て
負
担
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を

し
て
も
、
そ
の
配
偶
者
の
保
険
料
の
負
担
が

増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ 

市
町
村
の
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
年
金
手
帳

・
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
日
を
確
認

で
き
る
書
類
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
等

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

離
婚
し
た
と
き
に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料

納
付
記
録
（
加
入
記
録
）
を
夫
婦
で
分
割
す

る
仕
組
み
が
平
成
19
年
４
月
か
ら
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、こ
の
離
婚
時
の
分
割
に
は
、

平
成
19
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
離
婚
時

の
厚
生
年
金
の
分
割
」
と
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
「
第
三
号
期
間
の
離
婚
時

の
厚
生
年
金
の
分
割
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

※
分
割
さ
れ
る
年
金
は
厚
生
年
金
の
み
で
、

国
民
年
金
は
分
割
さ
れ
な
い
こ
と
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　　

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
夫
婦
が
離

婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
の

加
入
記
録
の
多
い
人
か
ら
少
な
い
人
へ
、
そ

の
加
入
記
録
を
分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

　

分
割
の
上
限
は
、
両
者
の
婚
姻
期
間
中
の

加
入
記
録
の
合
計
額
の
半
分
ま
で
と
さ
れ
ま

す
。
分
割
割
合
は
両
者
で
協
議
し
て
決
め
、

原
則
、
離
婚
後
２
年
以
内
に
厚
生
労
働
大
臣

（
年
金
事
務
所
）
に
請
求
し
ま
す
。
協
議
が
ま

と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
一
方
の
求
め
に
よ
っ

て
裁
判
所
が
分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

厚
生
年
金
の
加
入
者
（
こ
こ
で
は
夫
と
仮

定
し
ま
す
）
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
（
こ
こ
で
は

妻
と
仮
定
し
ま
す
）
の
期
間
が
あ
る
夫
婦
が

離
婚
し
た
場
合
、
平
成
20
年
４
月
以
後
の
妻

が
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
に
つ
い

て
、
夫
の
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
の
２
分
の

１
の
額
を
、
妻
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
こ
ち
ら
も
原
則
、
離
婚
後
２
年
以
内
に

厚
生
労
働
大
臣
（
年
金
事
務
所
）
へ
の
請
求

が
必
要
で
す
）。

　

な
お
、
①
の
「
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分

割
」
で
は
、
当
事
者
の
合
意
ま
た
は
裁
判
所

の
決
定
が
必
要
で
す
が
、②
の
「
第
三
号
分
割
」

で
は
、
第
三
号
被
保
険
者
だ
っ
た
人
の
厚
生

労
働
大
臣
へ
の
請
求
だ
け
で
分
割
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
①
の
「
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分

割
」
を
請
求
し
た
際
に
、②
の
「
第
三
号
分
割
」

の
対
象
期
間
も
あ
れ
ば
、
同
時
に
「
第
三
号

分
割
」
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

コ
ザ
年
金
事
務
所

　
　

1
０
９
８

−

９
３
３

−

３
４
３
9

第
三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出
に
つ
い
て

①
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割

②
第
三
号
期
間
の
離
婚
時
の
厚
生
年

金
の
分
割

離
婚
し
た
と
き
の
夫
婦
間
の

厚
生
年
金
の
割
合
に
つ
い
て

Ｑ
１ 

第
三
号
被
保
険
者
と
は
な
ん

で
す
か
？

Ｑ
２ 

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を

す
る
と
、配
偶
者（
厚
生
年
金・
共
済

組
合
加
入
者
）の
保
険
料
の
負
担
が

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
３ 

離
婚
等
に
よ
り
第
三
号
被
保

険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
届
出
は

ど
こ
で
行
う
の
で
す
か
？
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健康支援課
1973−3209

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
基
礎
と
な
る

「
生
活
」
と
「
遊
び
」
に
つ
い
て

　

朝
夕
は
す
っ
か
り
涼
し
く
な
り
、
空
気

や
空
模
様
な
ど
、
所
々
に
秋
を
感
じ
ま

す
。

　

お
子
様
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
運
動
会

が
終
わ
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
運

動
会
で
の
様
子
は
ど
う
で
し
た
か
？
去

年
よ
り
も
足
が
速
く
な
っ
て
い
た
り
、
お

遊
戯
が
上
手
に
な
っ
て
い
た
り
と
、
成
長

を
感
じ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
な
か
に

は
、
泣
い
て
ば
か
り
の
子
も
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
頑
張
っ
て
参
加

で
き
た
み
ん
な
に
、
一
等
賞
を
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
の
身
体
の
成
長
・
心

の
発
達
の
基
礎
と
な
る
「
生
活
」
と
「
遊

び
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

下
の
図
は
、「
こ
と
ば
の
ビ
ル
」
で
す
。

「
こ
と
ば
を
話
す
力
」
は
、
こ
と
ば
の
ビ

ル
の
最
上
階
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
ビ
ル

の
１
階
部
分
に
あ
た
る
の
が
、「
規
則
正

し
い
生
活
」
で
す
。
基
盤
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
い
と
、
こ
と
ば
を
教
え
て
も
、
な

か
な
か
定
着
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
も
、
睡
眠
不
足
だ
っ
た
り
、
食
事
を

と
っ
て
な
い
と
元
気
が
で
ま
せ
ん
。
集
中

で
き
な
い
と
か
、
記
憶
の
定
着
が
悪
く
な

る
の
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
と
ば
だ
け
で
な
く
、
身
体
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
遊
ぶ
た
め
に
も
、

「
よ
く
寝
て
、
よ
く
食
べ
る
」
生
活
を
基

礎
に
し
て
、
１
階
ず
つ
丁
寧
に
積
み
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
習
慣
の
次
に
大
切
な
の
は
、
子
ど

も
が
満
足
す
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ

と
で
す
。
①
お
外
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
遊

ぶ
こ
と
で
、
身
体
全
体
の
筋
肉
や
柔
軟
性

を
身
に
付
け
ま
す
。
②
〈
一
本
橋
こ
ち
ょ

こ
ち
ょ
〉
や
〈
お
馬
の
親
子
〉
な
ど
の
、

親
子
触
れ
合
い
遊
び
や
、
子
ど
も
同
士
の

遊
び
を
通
し
て
、
人
と
の
関
わ
り
や
情
緒

の
発
達
を
促
し
ま
す
。
③
積
木
や
お
絵
描

き
な
ど
の
道
具
を
使
っ
た
手
先
の
細
や

か
な
遊
び
は
、
発
音
や
具
体
的
に
思
考
す

る
能
力
に
繋
が
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
身
体
や
、
モ
ノ
を
使
い
こ
な
す
能
力
が

身
に
付
き
、
考
え
る
力
が
育
ち
ま
す
。
そ

こ
か
ら
、
こ
と
ば
や
、
知
能
の
発
達
に
繋

が
り
ま
す
。

　

視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
の
他
、

お
布
団
に
く
る
ま
っ
た
り
、
ぎ
ゅ
ー
っ
と

抱
き
し
め
ら
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
、
心

地
よ
く
圧
迫
さ
れ
る
感
覚
や
、
揺
ら
さ
れ

た
り
力
を
使
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
バ
ラ

ン
ス
感
覚
も
、
体
験
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
シ
ー
ツ
に
乗
せ
て
ブ
ラ
ン

コ
遊
び
を
し
た
り
、
小
麦
粉
な
ど
、
食
事

の
材
料
を
力
い
っ
ぱ
い
こ
ね
て
、
お
手
伝

い
を
し
て
も
ら
う
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

規
則
正
し
い
生
活

感
覚
を
意
識
し
た
遊
び
を

た
く
さ
ん
遊
ぶ

図：「健診とことばの相談」（中川信子著）より
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i n f o r m a t i o n

催
し

全
琉
小
・
中
・
高
校
図
画
・
作
文
・
書
道

コ
ン
ク
ー
ル 

う
る
ま
市
作
品
展

　

う
る
ま
市
内
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
図
画
・

作
文
・
書
道
の
最
優
秀
賞
か
ら
優
良
賞
ま
で

の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ご

家
族
で
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
12
月
18
日
（
土
）
～
12
月
20
日
（
月
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
う
る
ま
市
役
所
石
川
庁
舎
隣
り
）

※
入
場
無
料

平
成
23
年 

新
春
交
歓
会
の
お
知
ら
せ

【
と
き
】
平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

　

午
後
３
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
会
費
】
２
，
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

募
集

平
成
23
年
度
不
発
弾
等
探
査
要
望
者

を
募
集

　

沖
縄
県
で
は
「
広
域
探
査
発
掘
加
速
化
事

業
」
と
し
て
、
主
に
民
間
地
に
お
け
る
不
発

弾
等
の
探
査
・
発
掘
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
、
う
る
ま
市
内
に
お
い
て
民
間
開
発

が
予
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
不
発
弾
等
が
埋

没
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
る
箇
所
、
過
去

に
周
辺
で
不
発
弾
が
発
見
さ
れ
て
い
て
安
全

確
認
の
た
め
に
探
査
を
希
望
す
る
箇
所
等
の

要
望
箇
所
調
査
（
・
要
望
者
名 

・
要
望
者

連
絡
先
・
要
望
箇
所
地
番
・
要
望
箇
所
面
積

（
㎡
）・
要
望
箇
所
の
状
況
（
地
主
名
、
現
状
、

作
物
の
有
無
、
小
作
者
名
）・
要
望
理
由
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
②
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
要
望

可
能
と
な
り
ま
す
が
、
諸
条
件
に
よ
り
探
査

が
実
施
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
総
務
課
防
災
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

① 

探
査
予
定
面
積
が
１
０
０
㎡
を
超
え
る

　

こ
と

② 

地
主
及
び
小
作
人
が
不
発
弾
等
探
査
・
発

　

掘
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

【
要
望
調
査
期
限
】 

平
成
23
年
1
月
21
日（
金
）

【
探
査
・
発
掘
期
間
】
平
成
23
年
10
月
～

　

平
成
24
年
3
月
（
予
定
）

平
成
23
年
度 

就
学
援
助
の
申
請
受
付

　

市
で
は
、
小
中
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
こ
と

が
経
済
的
に
非
常
に
困
難
と
判
断
さ
れ
る
ご

家
庭
に
、
教
育
費
等
の
一
部
を
負
担
す
る
就

学
援
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
保
護
者
が
疾
病
等
で
経
済
的
に
困

　

窮
し
、
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ

　

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
（
う
る
ま
市
内
に

　

在
住
し
、
市
公
立
小
中
学
校
及
び
県
立
緑

　

が
丘
中
学
校
へ
在
学
す
る
も
の
）

【
給
付
対
象
】
学
校
給
食
費
、新
入
学
用
品
費
、

　

修
学
旅
行
費
、学
校
給
食
費
、医
療
費
（
学

　

校
病
の
み
）、
学
用
品
費 

※
年
度
に
よ
り

　

給
付
対
象
・
支
給
額
が
変
動
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
申
請
手
続
き
は
、
各
市
立
小

　

中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
援
助
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
す
る
小
中
学
校

　

事
務
室
に
申
請
書
類
等
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
・
書
類
配
布
期
間
】

　

平
成
23
年
1
月
11
日
（
火
） 

～
平
成
23
年

　

2
月
18
日
（
金
）
ま
で
（
但
し
、
平
成
23

　

年
度
か
ら
入
学
す
る
新
小
学
校
1
年
生
に

　

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
4
月
18
日
（
月
）

　

～
５
月
20
日
（
金
）
と
し
ま
す
。）
ま
た
、

　

申
請
期
間
外
の
受
付
は
、
一
部
の
特
別
の

　

事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
に
は
受
付

　

け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
平
成
22
年
度
市
県
民
税
（
所
得

　

課
税
）
証
明
書
等
、
指
定
の
書
類
の
提
出

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
務
課

1
９
７
８
｜
２
１
５
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
７
８
｜
７
１
９
７

文
化
課

1
９
７
３
｜
４
４
０
０

市
新
春
交
歓
会
実
行
委
員
会
事
務
局

1
９
７
３
｜
５
０
７
９
（
秘
書
広
報
課
内
）

総
務
課

1
９
７
３
｜
０
６
０
６



　平成 23・24 年度入札参加資格審査申請受付
検査課　☎９６５－５６０５

平成 23・24 年度入札参加資格審査申請受付
管財課　☎９７３－５３７３

　平成23･24年度における、うるま市が発注する
「建設工事」「測量及びコンサルタント等」の入札
参加資格審査申請を次のとおり受付けます。
【受付期間】
建設工事
　平成22年12月6日（月）～12月24日（金）
測量及びコンサルタント等
　平成23年1月13日（木）～1月28日（金）
　（土・日・祝日を除く午前9時～11時30分、
　　午後1時30分～午後4時30分）
※前回の登録番号により受付日の指定があります。
※申請書は必ず持参し、受付期間内に提出してくださ
　い。郵送による受付は行いません。
【受付場所】石川庁舎 2 階 会議室
【受付期間中の問合せ先】
　☎098-965-5604
※詳しい内容については提出要領をご覧ください。
　提出要領は、うるま市ホームページの「各課の
　案内」⇒「検査課」から提出要領等のダウンロ
　ードになります。独自で購入したUSBメモリに
　入力してご提出ください。また、今回からUSB
　メモリのみの申請になるため、フロッピーディス
　クの配布はいたしません。

　平成23･24年度における、うるま市が発注する

「警備・清掃等委託業務」「物品購入等」の入札参加

資格審査申請を次のとおり受付けます。
【提出要領（システムフロッピー）の配布期間】

　平成22年10月１日（金）～12月24日（金）

（土・日・祝日を除く午前9時～正午、午後1時～午後5時）

※うるま市ホームページの「各課の案内」→「管財課」

から提出要領等のダウンロードができます。その場合

は、独自で購入したFD に入力してご提出ください。
【配布場所】総務部 管財課（本庁舎３階）
【受付期間】

　平成22年11月29日（月）～12月24日（金）

　（土・日・祝日を除く）

※前回の登録番号により受付日の指定があります。

※申請書は必ず持参し、受付期間内に提出してくださ

　い。郵送による受付けは行いません。
【受付場所】総務部 管財課（本庁舎 ３階）
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i n f o r m a t i o n

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
～

う
る
ま
夢
プ
ラ
ン
～
行
動
計
画
中
間
見

直
し
（
素
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
～
う

る
ま
夢
プ
ラ
ン
～
は
、
市
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
そ
の
理
念
や

方
針
、
並
び
に
具
体
的
な
計
画
を
盛
り
込
み
、

平
成
19
年
度
に
策
定
さ
れ
た
計
画
で
す
が
、

本
年
度
は
、
行
動
計
画
の
中
間
見
直
し
時
期

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
懇
話
会
で
審

議
を
重
ね「
行
動
計
画
中
間
見
直
し（
素
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
（
素
案
）
に
つ
き

ま
し
て
、
広
く
公
表
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
意
見
募
集
期
間
】
12
月
13
日
（
月
）
～

　

１
月
14
日
（
金
）

【
応
募
対
象
者
】
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　

者 

②
市
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業

　

所
を
有
す
る
個
人
も
し
く
は
法
人
そ
の
他

　

の
団
体 

③
市
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
者 

④
市
内
の
学
校

　

に
在
学
す
る
者 

⑤
市
に
対
し
て
納
税
義

　

務
を
有
す
る
者 

⑥
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

　

ト
手
続
き
に
係
る
事
案
に
対
し
利
害
関
係

　

を
有
す
る
者

【
公
表
閲
覧
場
所
】
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

②
本
庁
舎 

企
画
課 

②
石
川
庁
舎
市
民
課

　

窓
口 

③
勝
連
庁
舎 

市
民
課
窓
口 

④
与
那

　

城
庁
舎 

市
民
課
窓
口

※
各
庁
舎
で
の
閲
覧
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日

　

を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15 

　

分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

放
送
大
学 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放

送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し

て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

※
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。
資
料
を
無

　

料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放

　

送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求

　

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

1
８
９
５
｜
５
９
５
２



心の健康づくり市民講座のお知らせ
【テーマ】心の健康づくり市民講座 ～支え繋げる心と命～
＊『うつ病』と『借金多重債務』について専門家を招き講座
を開催します。
　　　　　　　　　「債（しー）と病（やんめー）　　　
　　　　　　　　　　は隠すな」
　　　　　　　　　　講師：とくだ心療内科院長
　　　　　　　　　　　　  徳

と く だ

田 毅
つよし

 氏

　
　　　　　　　　　　 「借金問題は必ず解決できる」
　　　　　　　　　　　～多重債務ひとりで悩まないで～
 　　　　　　　　　　講師：司法書士喜屋武事務所所長
　　　　　　　　　　　　　喜

き ゃ ん

屋武 力
つとむ

 氏

【 と 　 き 】平成23 年１月12 日（水） 午後７時～午後９時30分
【 とこ ろ 】うるみん３階ホール
【 定 　 員 】１００名 入場無料
【申込方法】お電話・ＦＡＸにて申込みください
【申込期限】１月７日（金）まで
※手話通訳・要約筆記の対応あります

うるま市 役 所  障 が い 福 祉 課
☎９７３－５４５２　ＦＡＸ９７３－５１１７

1212月号　広報うるま 2010

i n f o r m a t i o n
『
親
子
キ
ャ
ン
プ
』
参
加
者
募
集

　

母
子
寡
婦
・
父
子
家
庭
の
親
子
が
自
然
の

な
か
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
親
子
の
き
ず
な

を
深
め
る
と
と
も
に
、
森
の
し
く
み
や
自
然

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
『
県
民
カ

レ
ッ
ジ
連
携
講
座 

親
子
キ
ャ
ン
プ
』
を
左
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
と
き
】
平
成
23
年
１
月
29
日
（
土
）
～

　

30
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対
象
と
定
員
】
５
歳
以
上
の
子
ど
も
の
い

　

る
母
子
寡
婦
・
父
子
家
庭
の
家
族 

20
組

【
参
加
費
用
】
１
人
あ
た
り
２
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
電
話
で
直
接
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。
☎
９
６
４
ー
３
２
６
３

　

担
当
：
千
葉
・
金
城 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、
２
日
前
か
ら
キ
ャ

　

ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
平
成
23
年
１
月
18
日
（
火
） 

　

～
１
月
26
日
（
水
）

【
持
ち
物
及
び
服
装
】
①
お
弁
当
（
初
日
昼

　

食
）
②
飲
み
物（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
水
筒
）

　

③
着
替
え
・
帽
子 

④
サ
ブ
リ
ュ
ッ
ク 

⑤
洗

　

面
用
具 

⑥
筆
記
用
具 

⑦
寝
袋
（
無
い
場
合

　

は
そ
れ
に
代
わ
る
防
寒
具
）
⑧
懐
中
電
灯
な

平
成
23
年
度 

沖
縄
県
立
中
部
農
林
高

等
学
校
定
時
制
課
程 

特
別
募
集

★
特
別
募
集

（
１
）
出
願
資
格 

勤
労
者
等
で
満
20
歳

　
（
平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
）
以
上
の
者

（
２
）
出
願
期
間

　

平
成
23
年

　

2
月
7
日
（
月
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

2
月
8
日
（
火
） 
午
前
9
時
～
午
後
4
時

（
３
）
検
査
期
日
及
び
内
容 

　

平
成
23
年
3
月
9
日
（
水
）

　

作
文
：
11
時
15
分
～
12
時
05
分

　

面
接
：
13
時
10
分
～
14
時
00
分

（
４
）
選
抜
方
法 

作
文
、
面
接
、
調
査
書
及

　

び
そ
の
他
書
類

（
５
）
合
格
発
表 

　

平
成
23
年
3
月
15
日(

火
）
中
部
農
林
高

　

等
学
校
に
て
行
う

　

ど 

⑨
登
山
に
適
し
た
服
装
（
長
袖
・
長
ズ

　

ボ
ン
・
運
動
靴
）
※
自
然
観
察
に
適
し
た

　

服
装
で
参
加
す
る
こ
と
。

※
看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

　

中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門

【
対
象
】 

55
歳
以
上
の
初
心
者

【
期
間
】
１
月
11
日
～
３
月
29
日

【
毎
週
】
火
曜
日 

午
前
10
時
～
12
時

　
　
　

            

午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
定
員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】
６,
０
０
０
円
（
３
か
月
分
）

【
教
材
費
】
１,
７
０
０
円

【
受
付
日
時
】
12
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

10
時
～
12
時
（
先
着
順
）

【
受
付
場
所
】
じ
ん
ぶ
ん
館 

ロ
ビ
ー

※
じ
ん
ぶ
ん
館
で
の
受
付
は
14
日
午
前
中　

　

の
み
。

※
電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※X
P

,O
ffi

ce2
0

0
7

 

使
用

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

1
９
６
４
｜
３
２
６
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト

1
９
２
９
｜
１
２
２
０

中
部
農
林
高
等
学
校☎

９
７
３

－

３
５
７
８
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i n f o r m a t i o n

花
一
杯
地
域
公
共
景
観
賞
募
集

　

沖
縄
の
主
要
観
光
道
路
沿
い
や
地
域
の

「
公
共
地
等
」
に
植
栽
を
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
に
対
し
、「
地
域
公
共
景
観
賞
」
の
顕

彰
を
行
い
ま
す
。「
公
共
地
等
」
と
は
、
道

路
の
植
栽
地
・
道
路
沿
い
の
空
き
地
・
畑
等

で
地
主
の
承
諾
を
得
た
場
所
と
し
ま
す
。

【
対
象
】
地
域
の
公
共
地
等
に
植
栽
を
行
っ

　

て
い
る
団
体
や
個
人

【
申
込
方
法
】
応
募
用
紙
は
Ｈ
Ｐ
（http://

taibei.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
平
成
23
年
２
月
18
日
（
金
）

こ
ど
も
寺
子
屋
及
び
囲
碁
教
室
の
受
講

者
募
集

●
こ
ど
も
寺
子
屋
「
算
数
教
室
」

　

科
学
す
る
力
は
計
算
力
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
数
字
の
お
も
し
ろ
さ
を

体
験
し
よ
う
。

【
対
象
者
】
小
学
生
・
中
学
生

【
日
時
】
毎
月
第
２
・
4
土
曜
日 

午
後
2
時

〜　

3
時
（
費
用 

月
１,
０
０
０
円
）

●
囲
碁
教
室

〜
最
高
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

【
対
象
者
】
初
心
者

【
日
時
】
毎
月
第
２
・
第
4
土
曜
日 

午
後
4 

時
〜
5
時
30
分
（
費
用 

月
１,
０
０
０
円
）

【
場
所
】
う
る
ま
市
字
川
崎
４
６
８
番
地

　

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

お
知
ら
せ

農
家
（
農
業
従
事
者
）
の
皆
様
へ

　

農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
毎

年
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
原
則
と

し
て
そ
の
権
利
を
行
使
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
と
お
り
登
録
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
選
挙
権
】
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

●
う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
者

●
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者

●
10
ア
ー
ル
（
約
３
０
０
坪
）
以
上
の
農
地  

　

に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
（
同
居

　

の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間
60
日
以
上

　

農
業
に
従
事
す
る
者
を
含
む
。
）

【
申
請
手
続
】
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
選
挙
管
理
委

　

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
平
成
23
年
１
月
４
日
〜

　

１
月
10
日

※
申
請
用
紙
は
、
各
自
治
会
事
務
所
、
農
業

　

委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
に
準
備
し

　

て
あ
り
ま
す
。

アナログ放送終了まで
あとわずか
国及び沖縄県の地デジ支援
をご存知ですか？
　国（総務省）の支援
■地上デジタル放送を受信するための簡易
　なチューナーの無償給付等の支援について
　総務省では、経済的な理由等で地上アナログ放
送から地上デジタル放送に移行することが難しい
世帯に対し、簡易なチューナー（１台）の無償給
付等の支援を実施しています。

【とき】12 月 28 日（消印有効）
【申請方法】郵送による申込
【対象】

①生活保護などの公的扶助を受けている世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市

　町村民税非課税の措置を受けている世帯

③社会福祉施設に入居し、自らテレビを持ち

　込んでいる世帯

※上記の世帯の中でＮＨＫの受信料が全額
　免除されている世帯が対象です。

沖縄県の支援
■沖縄県地上デジタル放送受信者支援事業
　（広報キャラバン）について
　沖縄県では、2011 年７月 24 日の地上デジタル
放送完全移行に向けて、地デジ機器の購入費用と
して最大 12,000 円を補助します。期間中、相談窓
口を常設し、同事業に関する相談、申請書記入の
サポート等を行います。

【とき】平成 23 年３月３１日まで
【ところ】うるま市役所本庁１階 
　　　　  市民ロビー

【対象】
①沖縄県在住世帯
②現在、世帯全員が市町村民税非課税の措置
　を受けている世帯
③平成 21 年 12 月１日以降に初めて対象機器
　を購入した世帯
④受信機等の購入などが、領収書等により確
　認できること
⑤総務省が実施する地上デジタル放送受信器
　購入等支援事業の支援を受けられない世帯
　であること

【申請方法】郵送による申込　　　　　　

お問い合わせ　情報課　☎ 973-5204

（
社
）
沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

1
８
６
２
｜
９
３
９
０

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

農
業
委
員
会
事
務
局1

９
６
５
｜
５
６
０
８

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
９
７
３
｜
４
３
３
２
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i n f o r m a t i o n

　

嘉
手
納
町
中
央
公
民
館
（
嘉
手
納
町
字
嘉

　

手
納
２
９
０
ー
９
）

■
１
月
21
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時 

　

沖
縄
市
民
会
館
（
沖
縄
市
八
重
島
１
ー

　

１
ー
１
）

■
１
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

与
那
原
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
与
那
原

　

町
字
上
与
那
原
16
ー
２
）

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
（
本
事
業
事
務
局
）

　

☎
８
６
１
ー
２
７
７
３

※
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
各
種
最
新
情

　

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
中

　

http://m
p-okinaw

a.jp

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
優
遇
措
置
の
お

知
ら
せ

　

市
で
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
、

申
請
の
あ
っ
た
該
当
事
業
者
に
対
し
、
雇
用

奨
励
金
の
交
付
及
び
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

【
対
象
事
業
】 

製
造
業
・
道
路
貨
物
運
送
業
・

平
成
23
年
う
る
ま
市
成
人
式

　

成
人
に
達
し
た
若
者
達
の
新
し
い
門
出
を

祝
い
励
ま
す
た
め
、
成
人
式
を
挙
行
し
ま
す
。

【
と
き
】
平
成
23
年
1
月
９
日
（
日
）

　

午
後
2
時
開
場　

午
後
3
時
開
式

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
体
育
館

【
対
象
】
う
る
ま
市
在
住
の
平
成
２
年
４
月

　

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

～
平
成
22
年
度
地
域
巡
回
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
～

　

本
事
業
は
、
沖
縄
県
内
各
地
を
巡
り
、
地

元
で
働
き
た
い
求
職
者
と
人
を
雇
い
た
い
求

人
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
増
や
す
沖
縄

県
主
催
の
雇
用
促
進
事
業
で
す
。

　

求
職
者
、
求
人
企
業
と
の
最
適
な
”
出
会

い
”
を
提
供
す
る
た
め
、
県
内
の
各
地
域
ご

と
に
説
明
会
や
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時 

　

こ
ん
包
業
・
卸
売
業
・
電
気
業
・
機
械
修

　

理
業
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
等

◎
雇
用
奨
励
金
制
度

【
条
件
】
従
業
員
が
５
人
以
上
の
企
業
で
、

　

本
市
に
お
け
る
操
業
開
始
の
日
か
ら
２

　

年
以
内
に
、
１
年
以
上
の
常
時
雇
用
で

　

市
内
在
住
者
を
新
規
採
用
し
て
い
る
者
。

　

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
者
。

【
奨
励
金
の
額
】
対
象
従
業
員
１
人
に
つ
き 

　

５
万
円
以
内
（
た
だ
し
、
１
人
に
つ
き
１

　

回
限
り
）

【
申
請
書
の
提
出
期
限
】
操
業
開
始
の
日
か
ら

　

３
年
以
内

◎
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

【
条
件
】
市
内
に
取
得
価
格
が
一
千
万
円
以

　

上
の
施
設
・
設
備
等
を
新
設
ま
た
は
増

　

設
し
た
青
色
申
告
者
に
対
し
、
当
該
設

　

備
若
し
く
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地  

　
（
た
だ
し
、
そ
の
取
得
の
翌
日
か
ら
起

　

算
し
て
１
年
以
内
に
建
物
の
建
設
の
着

　

手
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）
に
係
る

　

固
定
資
産
税
に
つ
き
、
最
初
の
年
度
以

　

降
５
年
間
課
税
を
免
除
す
る
。

【
申
請
書
の
提
出
期
限
】
課
税
年
度
の
最
初
の

　

日
の
属
す
る
年
の
１
月
31
日

農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う

【
対
象
者
】
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

　

被
保
険
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

す
る
方
（
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家

　

族
従
事
者
も
可
）

【
保
険
料
】
月
額
２
万
円
か
ら
最
高
６
万
７
千

　

円
。
千
円
単
位
で
設
定
自
由
、
変
更
も
可

　

能
（
認
定
農
業
者
等
の
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
場
合
国
庫
補
助
あ
り
）

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

１
．
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

　

控
除
の
対
象
（
通
常
の
個
人
年
金
の
場
合

　

は
控
除
額
の
上
限
は
５
万
円
）

２
．
積
立
方
式
で
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行

　

い
ま
す
。

３
．
80
歳
ま
で
の
補
償
付
終
身
年
金
制
度
で
、

　

も
し
加
入
者
が
80
歳
以
前
に
死
亡
し
た
場

　

合
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で

　

あ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
相
当
額
を
死
亡

　

一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
給
で
き
ま

　

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会
又
は
、
Ｊ
Ａ

　

お
き
な
わ
石
川
・
具
志
川
・
勝
連
・
与
那

　

城
各
支
店

社
会
教
育
課

1
９
７
８
｜
２
２
２
７

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

農
業
委
員
会
事
務
局

1
９
６
５
｜
５
６
０
８
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製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
が
12
月
31
日
現

在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
企
業
・
大
学
な
ど
で
の

研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は
思
い
ま

す
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の
お
礼

　

２
０
１
０
年
国
勢
調
査
期
間
中
は
、
お
忙

し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
国
・
県

及
び
市
で
行
う
行
政
の
基
礎
資
料
や
、
教
育
・

企
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私

た
ち
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
や
街
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
統
計
調
査
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

償
却
資
産
（
固
定
資
産
）
の
申
告
に
つ

い
て

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
土
地
、
家
屋

及
び
償
却
資
産
が
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築

物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
等
の
資
産
を
い
い

ま
す
。

　

会
社
や
個
人
で
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
償
却
資
産
を
う
る
ま
市
内
に
所

有
し
て
い
る
方
、
並
び
に
、
市
内
の
事
業
所

に
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
告
用
紙
に
つ
い
て
は
12
月
中
に
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
や
新
規

に
事
業
を
始
め
た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
後
日
、
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
23
年
１
月
４
日
（
火
） 

～

　

１
月
31
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
正
午

　

～
午
後
１
時
の
間
は
除
く
）

【
受
付
場
所
】
本
庁
２
階 

資
産
税
課

　

尚
、
最
終
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

資
産
税
課

1
９
７
３
｜
５
３
９
４

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第 2木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】12 月 24日（金） 午後２時～午後４時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始
※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着
８名までとなっておりますので、お早めにご来庁ください。
窓口が大変混み合い相談を受けることが出来ない場合があ
りますので予めご了承ください。
■ 12 月第４木曜日の法律相談日時変更のお知らせ
12 月 23 日（木）⇒ 12 月 24 日（金）に変更となります
のでお知らせします。

うるま市民無料相談所の開設

◆人権相談所
【と　き】平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分
【ところ】那覇地方法務局沖縄支局 ☎ 937-3278

◆行政相談

連絡先：市民生活課　☎973-5487

【と　き】平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分
【ところ】沖縄行政評価事務所 ☎ 867-1100

◆消費者相談
【と　き】毎週水曜日　午前 10 時～午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

【人権相談】近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、
　　　　　  体罰など人権問題でお困りの方。

【行政相談】国の行政や特殊法人についての苦情や意見・
　　　　　  要望を受け付けます。

【消費者相談】マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイ
　　　　　　  ハイ学校」）などの悪質商法、架空請求
　　　　　　  や金融問題 ( 多重債務 ) 等に対するトラ
　　　　　　　ブル等について消費生活専門員が対応し
　　　　　　　ます。市民の皆さん一人で悩まず相談し
　　　　　　　てください。

※相談は無料で秘密は固く守られます。
　お気軽にご相談ください。
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自
動
車
保
険
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

近
時
、
交
通
事
故
の
態
様
も
複
雑
化
し
て
、

そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に

任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料

で
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

【
相
談
日
】月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

【
弁
護
士
相
談
日
】
毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
予
約
制
・
要
面
談
）

【
相
談
場
所
】
那
覇
市
久
米
２
ー
２
ー
20

　
（
大
同
火
災
久
米
ビ
ル
９
階
）

沖
縄
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
６
８
ー
８
９
５
０

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実

施
！

　
「 

～
契
り
～　

飲
酒
運
転
し
な
い
契
り
を

交
わ
し
て
く
だ
さ
い　

大
切
な
人
と
」 

を
ス

沖
縄
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

～
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用
者

も
、
労
働
者
も
～

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用

者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

原
則
と
し
て
事
業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
や

呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
沖
縄
県
地

域
別
最
低
賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時
間
額
６
４
２
円
（
発
効
日 

平
成
22
年
11
月

５
日
）

※
特
定
の
産
業
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）
最

　

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
低
賃

　

金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
沖
縄
労
働

　

局
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

沖
縄
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
８
６
８
ー
３
４
２
１

ロ
ー
ガ
ン
に
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
平
成
22
年
12
月
21
日
（
火
）
よ
り
平
成

23
年
1
月
4
日
（
火
）
ま
で
の
15
日
間
実
施

さ
れ
ま
す
。

※
高
齢
者
の
関
係
す
る
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
急
が
ず
・
焦
ら
ず
・
譲
り
合
い

の
心
で
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

明
る
く
交
通
事
故
の
な
い
新
年
を
！！

う
る
ま
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

年
末
・
年
始
の
家
庭
ご
み
の
収
集
及
び

し
尿
汲
み
取
り
等
に
つ
い
て

■
ご
み

●
年
末
は
12
月
31
日（
金
）ま
で
収
集
し
ま
す
。

●
年
始
は
1
月
4
日（
火
）か
ら
収
集
し
ま
す
。

●
個
人
搬
入
は
12
月
31
日
（
金
）
午
後
３
時

　

ま
で
搬
入
出
来
ま
す
。
搬
入
許
可
証
の
交

　

付
を
市
役
所
環
境
課
で
12
月
27
日
（
月
）

　

ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
ご
み
に
つ
い
て
は
、
各
許
可
業
者

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
し
尿

●
具
志
川
・
与
那
城
・
勝
連
地
域
は
、
年
末

　

12
月
30
日
（
木
）
ま
で
汲
取
り
し
ま
す
。

●
年
始
は
１
月
4
日（
火
）か
ら
汲
取
り
し
ま
す
。

●
石
川
地
区
は
、年
末
は
12
月
29
日
（
水
）
ま
で
。

●
年
始
は
1
月
4
日
（
火
）
か
ら
汲
取
り
し

　

ま
す
。

※
12
月
末
に
か
け
て
は
、
混
み
合
い
ま
す
の

　

で
早
め
の
清
掃
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
混
ぜ
れ
ば
ご
み
！！
分
け
れ
ば
資
源
！！

●
ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に
分
別
し
て
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
パ
ソ
コ
ン
の
収
集
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

各
メ
ー
カ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
多
量
ご
み
は
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
己
搬
入
の
際
は
、
搬
入
許
可
証
が
必
要

　

で
す
の
で
、
事
前
に
環
境
課
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４
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年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

　

こ
の
時
季
に
な
り
ま
す
と
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
の
発
生
が
増
加
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、
外
出

な
ど
で
家
が
留
守
、
事
業
所
も
無
人
に
な
り

が
ち
で
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、
お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、

火
災
の
な
い
年
末
年
始
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

　

こ
の
時
季
は
、
暖
房
器
具
を
は
じ
め
と
す

る
火
気
の
使
用
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
や

不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
器
具
類
は
正
し
く
十
分
注
意
し
て
取

り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
の
周
囲
な
ど
を
整
理
整
頓
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

◆ 

不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火
対

　

象
物
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保

　

こ
の
時
期
は
、
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
等

へ
出
入
り
す
る
機
会
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
は
、
ひ
と
た
び
火

災
が
発
生
す
る
と
多
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

消
防
設
備
の
設
置
、
保
守
点
検
、
避
難
設

備
の
管
理
等
を
徹
底
し
、
安
全
確
保
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

― 

３
つ
の
習
慣 

・ 

４
つ
の
対
策 

―

★ 

３
つ
の
習
慣

① 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

② 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら　

　

  
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③ 
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

　

 

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

★ 

４
つ
の
対
策

① 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　

 

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

② 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　

 

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

　

 

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　

 

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！！

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

●
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
時
々
掃
除

　

す
る
。

●
暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て
か
ら
給
油

　

す
る
。

●
野
焼
き
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

消
防
本
部 

予
防
課1

９
６
５
｜
２
１
２
２
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i n f o r m a t i o n

消
防
設
備
士
試
験

【
試
験
日
】
平
成
23
年
２
月
６
日
（
日
）

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
（
第
１
類
～
第
５
類
）

　

乙
種
（
第
１
類
～
第
７
類
）

【
試
験
会
場
】
沖
縄
国
際
大
学

【
願
書
受
付
期
間
】
平
成
22
年
12
月
10
日
（
金
）

　

～
12
月
17
日
（
金
）

【
願
書
配
布
先
】
う
る
ま
市
消
防
本
部
、
具
志

　

川
消
防
署
、
与
勝
消
防
署
、
平
安
座
出
張

　

所
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

【
願
書
提
出
方
法
】
受
験
願
書
を
試
験
研
究
セ

　

ン
タ
ー
へ
郵
送
又
は
直
接
窓
口
へ
持
参

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
電
子
申
請
で
き
ま

　

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】（
財
）
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

〒
９
０
０
ー 

０
０
２
９ 

　

那
覇
市
旭
町
１
１
６
ー
37 

自
治
会
館
6
階

　
　
　
　

 

☎
０
９
８
ー
９
４
１
ー
５
２
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

危
険
物
取
扱
者
試
験

【
試
験
日
時
】
平
成
23
年
２
月
27
日(

日
） 

午
前
10
時
開
始

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
、
乙
種(

第
１
～
第
６

　

類
）、
丙
種

【
受
験
願
書
の
受
付
期
間
】
平
成
23
年
１
月　

　

14
日(

金
）
～
1
月
21
日(

金
）

【
受
験
案
内
所
配
布
先
】う
る
ま
市
消
防
本
部
、

　

具
志
川
消
防
署
、
与
勝
消
防
署
、
平
安
座

　

出
張
所
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】(

財
）
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

　

那
覇
市
旭
町
１
１
６
ー
37 

自
治
会
館
６
階

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
９
４
１
ー
５
２
０
１

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

432 件
412 人

0 件

救急出動件数　　　　　
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（4,474 件）
（4,187 人）

（29 件）

＋ 79
＋ 57
＋ 22
＋ 60

118,747 人
59,338 人
59,409 人
44,693 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 11月 1日 前月比

☆島
しまぶくろ

袋 永
えいしん

伸様（浦添市）より300万円の寄付

うるま市育英会へ

うるま市社会福祉協議会へ

ふるさと応援寄附金

消防活動状況（平成 22 年 10 月） 

うるま市の人口

平成 23 年うるま市消防出初式の案内
式典及び展示訓練（消防職・団員、女性防火クラブ等）

【と　き】平成 23 年１月６日（木） 午後２時〜４時
【ところ】うるま市民芸術劇場「燈ホール」及び「正

　　　  面駐車場」

■うるま市消防本部　総務課　☎965−2111

☆ 那
な は

覇 弘
ひ ろ み

美様（喜仲）より10万円の寄付
☆ 久

く ぼ た

保田 時
と き え

江様（与那城西原）より36,500円の寄付

☆ 比
ひ が

嘉 滋
しげすけ

祐様（与那城）より10万円の寄付
☆（株）タバタ　様（石川赤崎）より50万円の寄付
☆ 那

な は

覇 弘
ひ ろ み

美様（喜仲）より10万円の寄付
☆（株）キョウリツ 様（石川東恩納）より５万円の寄付

平成 23 年うるま市消防出初式のお知らせ



 
 
 
 

 

　

 

☆うるま市産業まつり
　12月18日（土）
　　19日（日）
　午前10時～午後6時
　うるま市石川運動場

☆うるま市産業まつり
　12月18日（土）
　　19日（日）
　午前10時～午後6時
　うるま市石川運動場

☆やまいも勝負：12月19日（日）
　午前10時～午後4時（表彰式含む）
商工観光課　☎965-5634

※色塗り(黄色)の時間は各発着場からの最終とな
　っております。乗り遅れのないようご注意くだ
　さい。
※最終時刻後はバスの運行がありませんので、乗
　り遅れのないよう予めバスの運行時刻表をご確
　認ください。 
※交通状況により、運行時刻がずれる場合があり
　ます。ご理解ご協力をお願いします。 
※上記以外の場所では乗り降りできません。 
※ペットの乗車はできませんのでご注意ください。 
※産業まつり当日（12/18、19）の運行表です。ご注
　意ください 

【うるま市産業まつり専用無料バス運行時刻表】

【1号車】
乗 降 場 所
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
石 川 庁 舎

出 発
9：0 0
9：1 0
9：3 5
9：5 5
10：40
10：50
11：15
11：35
12：20
12：30
12：55
13：15
14：00
14：10
14：35
14：55
15：40
15：50
16：15
16：35
18：00

時   刻
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発

午　
　

前

午　
　

後

【2号車】
乗 降 場 所
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
勝 連 庁 舎
与那城庁舎
具志川庁舎
石 川 庁 舎
石 川 庁 舎

出 発
9：3 0
9：4 0
10：05
10：25
11：10
11：20
11：45
12：05
12：50
13：00
13：25
13：45
14：30
14：40
15：05
15：25
16：10
16：20
16：45
17：05
18：30

時   刻
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発
発
発
着
発

午　
　

前

午　
　

後




